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マツの話

防災と環境の日本史

「マツ」の話
• 本書では我が国における
防災上非常に重要な緑
の復元について述べると
ともに、その主役を担った
マツという木と日本人や
日本文化との関わりを整
理した。そし て、なぜマツ
が我が国の緑の復元の
主役になったのか、また
マツが我が国の防災対策
にどのような役割を演じ
てきたのかを日本の国土
の変遷史、一つの日本史、
という視点で見ていくこと
にする。

森林率

カナダ　４９．５％、アメリカ　３１．６％
ドイツ　３０．０％、イギリス　１０．２％
ブラジル　５７．３％、サウジ　０．８％

日本、６７％

人口一人あたりの森林面積

日本、０．２

カナダ　１６．９、ブラジル　３．２
アメリカ　１．１

大規模又は広域的な崩壊

過去にはこんな風景が日本に見られた

http://www.amazon.co.jp/gp/product/4772704442/sr=8-1/qid=1164338854/ref=sr_1_1/503-1412992-8814305?ie=UTF8&s=books
ohta2
テキストボックス
上記画像をクリックするとamazonのページにジャンプします。
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１９００年ごろの裸地の分布.
花崗岩の分布

天井川とは

義：堤防内に多量の土砂が堆積し，河床が付近の
平野面より高くなった川のこと。　

井川の形成条件
　･　不安定土砂の存在
　・　河道の自由度の制限
　・　被害の発生

どのようにして天井川は出来たか
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天井川の例、草津川. 天井川の例，草津川

天井川の例，草津川 草津川.
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長さ　９０cm
幅　１２ｘ１２cm

田上山の事例

田上山，大戸川の裸地の分布

川の状態の違い

積苗工

山腹工，段切り
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段切り 肥料としてのワラ

土を敷く 面芝を仕上げる

芝積苗工の完成 苗木の植栽
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主木はクロマツ 肥料木はヒメヤシャブシ

小学生による卒業記念植樹

植樹１０年後の間伐

１９２５年，植樹施行前
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施行７年後 施行７６年後

植被率の変化

土壌層の形成

田上山の植生遷移
裸地面積率の変化
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流出土砂量の変化

田上山の裸地 田上山の美しい森林

植生遷移のパターン

砂防のはじまり
• 天武天皇5年（６７６）の勅
• 大同元年（８０６）の勅
• 弘仁１２年（８２１）の太政官符
• ハード対策･･戦国ー江戸時代
　　大型化･･･福山藩、堂々川

　　法律･･･諸国山川掟，組織･･土砂留奉行
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マツはどこからきたか

• 縄文，弥生時代･･・・・出土品なし
• 魏志倭人伝･･・・・記述なし
• 4－7世紀･･・・・空白
• 風土記，万葉集・・・・・・記述多し

• 全国展開はもう少し後の時代
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マツはどこに行くのか

地の富栄養化
つくいむし
工的管理の不足
　　・
　　・
　　・

ツタケは？




